
愛媛銀行 企画広報部
〒790-8580松山市勝山町2丁目1番地
電話（089）933-1111（代表）

 

各種ローンに関しましては、ローンセンター及び
当行本支店窓口までお気軽にご相談ください。
■ローンセンター松山　（089）933-1117

（ 研 修 所 内 ） 営業時間 平日／ 9：00 ～ 19：00
  土 ・ 日 ・ 祝／ 10：00 ～ 17：00

■ローンセンター石井　（089）905-2180
（石井支店内） 営業時間 月・木・金・土・日／ 10：00 ～ 19：00
  火・水・祝／休業

■ローンセンター新居浜　（0897）35-2070
（新居浜支店内） 営業時間 月・火・木・金／ 10：00 ～ 19：00
  土／ 10：00 ～ 17：00　水・日・祝／休業

■ローンセンター今治　（0898）32-4555
（今治支店内） 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

■ローンセンター西条　（0897）53-5020
 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

■ローンセンター高知　（088）885-6013
（高知支店内） 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

お 問 い 合 わ せ

●商品・サービスについて
お近くのひめぎん窓口　または
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-22-0576

ホームページからも住宅ローン・消費者ローンの
事前審査申込ができます。

発行 平成27年11月

●年金について
お近くのひめぎん窓口　または
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-60-5837

●インターネットバンキングについて
インターネットバンキングセンター
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-33-0576

●当行ホームページ
http://www.himegin.co.jp/

●キャッシュカードの事故受付窓口について
平　日：9：００～１７：００
平　日：上記以外の時間帯
休業日：終　　　　日

お取引店へご連絡ください。

0120-88-5560
0120-88-5560

愛媛銀行 ミニディスクロージャー誌

第112期 事業の中間ご報告
平成27年4月1日～平成27年9月30日
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第15次中期経営計画
（平成27年4月～平成30年3月）

親切・丁寧・迅速な応対で、お客様の信頼と満
足が得られる銀行を目指します。

❶お客様サービスの向上

複雑化、多様化するリスクに適切に対応して、
より健全な経営体質をつくります。

❷リスク管理態勢の充実

効率的な営業活動ができる環境を整えなが
ら、TQC活動を通じて、高品質低コストの経営
体質をつくります。

❸効率経営の追求

基本方針

第112期 事業の中間ご報告

当行の創業は、大正4年に東豫無尽蓄積株式会社
が設立されたことに始まります。以来、当行は一貫し
て「無尽」の精神を忘れることなく地域の発展に寄
与してまいりました。「無尽」の思想は「思いやり」で
あり、またその目的は“助け合い”、“協力し合い”
などの「相互扶助」であります。1500年前に仏教と
ともに伝わったとされるこの思想は、庶民金融の
原点であり当行のルーツであります。「お客様を第
一に行員を大事にすることが繁盛のもとである」と
いう創業者精神を、私達は今でも大切に守り続けて
います。

頭取メッセージ.............................................................  1～2
決算トピックス....................................................................  3
経営の健全性...............................................................  4～5
地域振興への取り組み ................................................  6～7
CSRへの取り組み ..............................................................  8
トピックス............................................................................  8
財務諸表（単体）...........................................................9～10
財務諸表（連結）........................................................ 11～12
株式の状況・ご案内........................................................... 13
店舗一覧............................................................................ 14

もくじ

創業者精神について

プロフィール（平成27年9月30日現在）

頭取

創業100年、

“殻を破る”未来への挑戦

名　　称 株式会社 愛媛銀行（The Ehime Bank,Ltd.）
所 在 地 愛媛県松山市勝山町2丁目1番地
創　　業 大正4年
資 本 金 191億14百万円
預 金 等 2兆1,523億円
貸 出 金 1兆4,812億円
店 舗 数 103店舗（本支店95、出張所8）
行 員 数 1,397名

ごあいさつ
皆様には、平素より愛媛銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠に

ありがとうございます。
昨今の国内経済情勢は、金融市場では、夏場以降の中国株価の下落など

を背景にグローバルに振れの大きな展開となりました。海外経済について
は、中国を始めとする新興国経済が減速しているものの、先進国経済は堅調
に推移しており、世界経済全体としては緩やかな成長が続いています。我が
国経済については、輸出・生産面に新興国経済の減速の影響がみられます
が、緩やかな回復を続けていくのではないかと思っております。

愛媛県内に目を向けますと、県内経済の情勢は、業種ごとのばらつきはみ
られるものの、個人消費は堅調に推移しており、企業の生産活動にも持ち直
しの動きがみられるなど、緩やかに回復していくものと思われます。

当行はこのような環境のもと、大正4年の創業以来の思いやりと助けあい
の「無尽」の精神に基づき、ふるさと銀行として、地元愛媛、そして瀬戸内経
済圏の発展に尽力して参りました。

今期も事業性評価に基いた成長分野への積極的な融資と中小企業の経
営体質を強化していくための支援を行い、中小企業貸出の増強を図り、地域
の融資シェアの向上に取り組みました。

また、地方自治体と連携した地方創生への取り組みを強化するために「地
方創生チーム」を創設し地域経済活性化のための事業展開を積極的に進め
る一方、地域の核となるビジネスを創出・育成する農業法人を応援するファ
ンド「えひめアグリファンド」の投資先第1号を決定するなど6次化産業を通
じて愛媛県の基幹産業であります第一次産業活性化にも努めております。

当行は本年９月、創業100周年を迎えることができました。これもひとえ
に永年にわたり当行を応援いただいている皆様のご支援の賜物であり、深
く感謝申し上げます。今後も引き続き、地域に密着した質の高い金融サービ
スを提供し、「最初に相談される銀行」という愛媛銀行ブランドに恥じないよ
う皆様のお役にたって参る所存であります。

本誌を通じて、当行の現況をより一層ご理解いただきますとともに、これ
からもなお一層のご愛顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

頭取

概　要

■創業100周年記念式典
　（平成27年9月16日）

■創業100周年記念碑除幕式
　（平成27年9月11日）
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第15次中期経営計画
（平成27年4月～平成30年3月）
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足が得られる銀行を目指します。

❶お客様サービスの向上

複雑化、多様化するリスクに適切に対応して、
より健全な経営体質をつくります。

❷リスク管理態勢の充実

効率的な営業活動ができる環境を整えなが
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体質をつくります。
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与してまいりました。「無尽」の思想は「思いやり」で
あり、またその目的は“助け合い”、“協力し合い”
などの「相互扶助」であります。1500年前に仏教と
ともに伝わったとされるこの思想は、庶民金融の
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頭取メッセージ.............................................................  1～2
決算トピックス....................................................................  3
経営の健全性...............................................................  4～5
地域振興への取り組み ................................................  6～7
CSRへの取り組み ..............................................................  8
トピックス............................................................................  8
財務諸表（単体）...........................................................9～10
財務諸表（連結）........................................................ 11～12
株式の状況・ご案内........................................................... 13
店舗一覧............................................................................ 14

もくじ

創業者精神について

プロフィール（平成27年9月30日現在）

頭取

創業100年、

“殻を破る”未来への挑戦

名　　称 株式会社 愛媛銀行（The Ehime Bank,Ltd.）
所 在 地 愛媛県松山市勝山町2丁目1番地
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預 金 等 2兆1,523億円
貸 出 金 1兆4,812億円
店 舗 数 103店舗（本支店95、出張所8）
行 員 数 1,397名

ごあいさつ
皆様には、平素より愛媛銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠に

ありがとうございます。
昨今の国内経済情勢は、金融市場では、夏場以降の中国株価の下落など

を背景にグローバルに振れの大きな展開となりました。海外経済について
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に推移しており、世界経済全体としては緩やかな成長が続いています。我が
国経済については、輸出・生産面に新興国経済の減速の影響がみられます
が、緩やかな回復を続けていくのではないかと思っております。

愛媛県内に目を向けますと、県内経済の情勢は、業種ごとのばらつきはみ
られるものの、個人消費は堅調に推移しており、企業の生産活動にも持ち直
しの動きがみられるなど、緩やかに回復していくものと思われます。

当行はこのような環境のもと、大正4年の創業以来の思いやりと助けあい
の「無尽」の精神に基づき、ふるさと銀行として、地元愛媛、そして瀬戸内経
済圏の発展に尽力して参りました。

今期も事業性評価に基いた成長分野への積極的な融資と中小企業の経
営体質を強化していくための支援を行い、中小企業貸出の増強を図り、地域
の融資シェアの向上に取り組みました。

また、地方自治体と連携した地方創生への取り組みを強化するために「地
方創生チーム」を創設し地域経済活性化のための事業展開を積極的に進め
る一方、地域の核となるビジネスを創出・育成する農業法人を応援するファ
ンド「えひめアグリファンド」の投資先第1号を決定するなど6次化産業を通
じて愛媛県の基幹産業であります第一次産業活性化にも努めております。

当行は本年９月、創業100周年を迎えることができました。これもひとえ
に永年にわたり当行を応援いただいている皆様のご支援の賜物であり、深
く感謝申し上げます。今後も引き続き、地域に密着した質の高い金融サービ
スを提供し、「最初に相談される銀行」という愛媛銀行ブランドに恥じないよ
う皆様のお役にたって参る所存であります。

本誌を通じて、当行の現況をより一層ご理解いただきますとともに、これ
からもなお一層のご愛顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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43 第112期 事業の中間ご報告

企業を取り巻く経営環境は、中国景気の減速懸念による世界同時株安があったものの、政府による経済政策を背景に雇用・所得環境が改善
し景気は回復基調で推移しました。このような状況の中、効率的な資金運用と与信管理に努めてまいりました結果、以下の業績となりました。

収益の状況（単体）

平成27年9月末の自己資本比率は、9.01％（バーゼルⅢを踏まえ
た新国内基準で算出）となり、国内のみに支店を持つ銀行の水準
である国内基準（4％以上）を大きく上回り、高い健全性を維持し
ています。
なお、平成25年9月は旧基準で算定した自己資本比率を記載し
ております。

自己資本比率（単体）

貸出金・預金等・預り資産の残高（単体）

「業務純益」から一般貸倒引当金繰入額と国債
等債券損益を除いた、銀行本来業務による利益
のことです。

「業務純益」に株式売却損益や不良債権処理に
かかわる費用等を加減算した利益のことです。

「経常利益」から税金などを差し引いた最終利
益のことです。

用
語
の
ご
説
明

●コア業務純益 ●経常利益 ●中間純利益

■コア業務純益 ■経常利益 ■中間純利益

■貸出金の残高
貸出金は、中小企業・個人向け貸出を中心
に積極的な貸出に努めました結果、前年同
期比＋666億円（＋4.7％）となりました。

■預金等の残高
預金等は積極的な営業による個人預金の
増強に努めた結果、前年同期比+499億円
（+2.3％）となりました。

■預り資産の残高
お客様の運用ニーズにお応えするため商
品内容の充実に努めました結果、前年同期
比＋69億円（＋4.6％）となりました。
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■自己資本比率（単体）

平成27年9月末の金融再生法に基づく開示債権残高は70億円
減少し、開示債権比率は3.13％（前年同期比△0.64％）となりま
した。

金融再生法に基づく開示債権の残高と比率（単体）・格付

■金融再生法に基づく開示債権の残高と比率（単体）
当行は、日本格付研究所（JCR）から長期優先債務について「A-」
の格付を取得しています。
「A」の定義は、「債務履行の確実性が高い」です。

■格付

用
語
の
ご
説
明

信用リスクの程度に応じてウエイトづけした資産（リスクアセッ
ト）に対する自己資本の割合です。この比率が高いほど不良債権
等に対する備えが充実していることを示しています。

●自己資本比率
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し景気は回復基調で推移しました。このような状況の中、効率的な資金運用と与信管理に努めてまいりました結果、以下の業績となりました。

収益の状況（単体）

平成27年9月末の自己資本比率は、9.01％（バーゼルⅢを踏まえ
た新国内基準で算出）となり、国内のみに支店を持つ銀行の水準
である国内基準（4％以上）を大きく上回り、高い健全性を維持し
ています。
なお、平成25年9月は旧基準で算定した自己資本比率を記載し
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自己資本比率（単体）

貸出金・預金等・預り資産の残高（単体）

「業務純益」から一般貸倒引当金繰入額と国債
等債券損益を除いた、銀行本来業務による利益
のことです。

「業務純益」に株式売却損益や不良債権処理に
かかわる費用等を加減算した利益のことです。

「経常利益」から税金などを差し引いた最終利
益のことです。

用
語
の
ご
説
明

●コア業務純益 ●経常利益 ●中間純利益

■コア業務純益 ■経常利益 ■中間純利益

■貸出金の残高
貸出金は、中小企業・個人向け貸出を中心
に積極的な貸出に努めました結果、前年同
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預金等は積極的な営業による個人預金の
増強に努めた結果、前年同期比+499億円
（+2.3％）となりました。

■預り資産の残高
お客様の運用ニーズにお応えするため商
品内容の充実に努めました結果、前年同期
比＋69億円（＋4.6％）となりました。
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■自己資本比率（単体）

平成27年9月末の金融再生法に基づく開示債権残高は70億円
減少し、開示債権比率は3.13％（前年同期比△0.64％）となりま
した。
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用
語
の
ご
説
明
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65 第112期 事業の中間ご報告

平成26年9月に設立した「えひめアグリファンド投資事業有限責任組合」の投資先第１号が「有限会社ワールド・ファー
マーズ」（代表取締役：森崎正）に決定しました。

農村の高齢化を危惧し、耕作放棄地を借り受け、地域雇用に努める等の、地域の農業経営のリーダー的活躍に期待
をしています。当行は、今後も愛媛県の基幹産業である農業の更なる成長を目指し、支援していきます。

有限会社ワールド・ファーマーズ
（代表取締役：森崎正）
所在地：愛媛県宇和島市吉田町河内甲1471番地

柑橘の生産加工販売ならびに、宇和島圏域（三間
町・鬼北町）にて特別栽培米を生産し、京都の料亭
や全国の消費者に直接販売を行っている事業体
です。

1,000万円
株式投資

投 資 金 額

投 資 先

投 資 形 態
平成27年6月30日投資実行日

■「えひめアグリファンド投資事業有限責任組合」投資先第１号 投資実行

地域振興への取り組み

えひめアグリファンド創設スキーム
無限責任組合員 有限責任組合員 有限責任組合員

0.05億円 2.5億円 2.45億円

えひめアグリファンド投資事業有限責任組合
運営規模5億円　運用期間15年

農業法人（農業生産法人）
地域のコアとなる経営体へ

ひめぎん総合リース㈱ ㈱日本政策金融公庫

平成25年8月に設立した「投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド2013」の投資先第３号が「ナノミストテ
クノロジーズ株式会社」（代表取締役：松浦一雄）に決定しました。四国エリアでは初となる、株式会社産業革新機構との
共同投資となります。

超音波ミスト化分離技術は、既存技術と比較して加熱・加圧が不要、低エネルギー、省スペースなどの特徴をもち、分
離・回収技術を要する幅広い分野のニーズが見込まれます。当行は、今後も地域の金融機関として切れ目のない投資
育成を通じて、地域の発展に貢献する企業を支援していきます。

ナノミストテクノロジーズ株式会社
（代表取締役：松浦一雄）
所在地：徳島県鳴門市大麻町池谷柳の本19番地

これまで開発を進めてきた超音波ミスト化分離技
術に関する研究を、船舶排ガス規制基準をクリアで
きる船舶排ガス処理装置へ応用する可能性に着目
し、常石造船株式会社と共同で研究開発を開始し
ました。

2,990万円
株式投資

投 資 金 額

投 資 先

投 資 形 態
平成27年7月31日投資実行日

■「投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド2013」投資先第３号 投資実行

【有限責任組合員】

ファンドスキーム

【無限責任組合員】

案件情報交換会

管理報酬
成功報酬
分配金

投資
（マイルストーン）（新興市場を中心に上場）

その他第三者への譲渡等

株式上場

出資分配金出資

投資事業有限責任組合 えひめベンチャーファンド2013　5億円

愛媛銀行の営業エリア内に主要拠点を置く、成長志向の企業

㈱愛媛銀行 FVC愛媛事務所

金融再生法開示債権の保全状況（単体）

経営破綻状態には至っていないものの、経営状態が悪化し、約定どおりの
返済ができない可能性の高い債権。

経営状態に特に問題がないものとして、「破産更生債権及びこれらに準ず
る債権」「危険債権」「要管理債権」に該当しないもの。

用
語
の
ご
説
明

●危険債権 ●正常債権

破産などの事由により経営破綻に陥っている先に対する債権やこれに準
ずる債権。

3ヶ月以上延滞債権と貸出条件緩和債権で、「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」「危険債権」に該当しないもの。

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ●要管理債権

健全性確保の観点から、積極的に引当処理を実施
しています。また、引当されていない部分について
は、自己資本により十分カバーされています。

（注）債権額等は億円未満を四捨五入しています。
（注）要管理債権の引当は、要管理先に対する一般貸倒引当金。

正常債権

14,479億円

破産更生債権及び
これらに準ずる債権33億円

貸倒引当金 8億円

貸倒引当金 26億円

貸倒引当金 73億円

担保・保証等 25億円100.00％
保全率

82.95％
保全率

64.14％
保全率

79.30％
保全率

担保・保証等 189億円

担保・保証等 51億円

不足額 53億円

不足額 43億円

危険債権

315億円

要管理債権
（該当貸出金のみ）

120億円

79.30％が保全されています。

保全不足の96億円は、自己資本にて十分カバーされています。

金融再生法開示債権額
468億円

保全額
372億円

（平成27年9月期）
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平成26年9月に設立した「えひめアグリファンド投資事業有限責任組合」の投資先第１号が「有限会社ワールド・ファー
マーズ」（代表取締役：森崎正）に決定しました。

農村の高齢化を危惧し、耕作放棄地を借り受け、地域雇用に努める等の、地域の農業経営のリーダー的活躍に期待
をしています。当行は、今後も愛媛県の基幹産業である農業の更なる成長を目指し、支援していきます。

有限会社ワールド・ファーマーズ
（代表取締役：森崎正）
所在地：愛媛県宇和島市吉田町河内甲1471番地

柑橘の生産加工販売ならびに、宇和島圏域（三間
町・鬼北町）にて特別栽培米を生産し、京都の料亭
や全国の消費者に直接販売を行っている事業体
です。

1,000万円
株式投資

投 資 金 額

投 資 先

投 資 形 態
平成27年6月30日投資実行日

■「えひめアグリファンド投資事業有限責任組合」投資先第１号 投資実行

地域振興への取り組み

えひめアグリファンド創設スキーム
無限責任組合員 有限責任組合員 有限責任組合員

0.05億円 2.5億円 2.45億円

えひめアグリファンド投資事業有限責任組合
運営規模5億円　運用期間15年

農業法人（農業生産法人）
地域のコアとなる経営体へ

ひめぎん総合リース㈱ ㈱日本政策金融公庫

平成25年8月に設立した「投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド2013」の投資先第３号が「ナノミストテ
クノロジーズ株式会社」（代表取締役：松浦一雄）に決定しました。四国エリアでは初となる、株式会社産業革新機構との
共同投資となります。

超音波ミスト化分離技術は、既存技術と比較して加熱・加圧が不要、低エネルギー、省スペースなどの特徴をもち、分
離・回収技術を要する幅広い分野のニーズが見込まれます。当行は、今後も地域の金融機関として切れ目のない投資
育成を通じて、地域の発展に貢献する企業を支援していきます。

ナノミストテクノロジーズ株式会社
（代表取締役：松浦一雄）
所在地：徳島県鳴門市大麻町池谷柳の本19番地

これまで開発を進めてきた超音波ミスト化分離技
術に関する研究を、船舶排ガス規制基準をクリアで
きる船舶排ガス処理装置へ応用する可能性に着目
し、常石造船株式会社と共同で研究開発を開始し
ました。

2,990万円
株式投資

投 資 金 額

投 資 先

投 資 形 態
平成27年7月31日投資実行日

■「投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド2013」投資先第３号 投資実行

【有限責任組合員】

ファンドスキーム

【無限責任組合員】

案件情報交換会

管理報酬
成功報酬
分配金

投資
（マイルストーン）（新興市場を中心に上場）

その他第三者への譲渡等

株式上場

出資分配金出資

投資事業有限責任組合 えひめベンチャーファンド2013　5億円

愛媛銀行の営業エリア内に主要拠点を置く、成長志向の企業

㈱愛媛銀行 FVC愛媛事務所

金融再生法開示債権の保全状況（単体）

経営破綻状態には至っていないものの、経営状態が悪化し、約定どおりの
返済ができない可能性の高い債権。

経営状態に特に問題がないものとして、「破産更生債権及びこれらに準ず
る債権」「危険債権」「要管理債権」に該当しないもの。

用
語
の
ご
説
明

●危険債権 ●正常債権

破産などの事由により経営破綻に陥っている先に対する債権やこれに準
ずる債権。

3ヶ月以上延滞債権と貸出条件緩和債権で、「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」「危険債権」に該当しないもの。

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ●要管理債権

健全性確保の観点から、積極的に引当処理を実施
しています。また、引当されていない部分について
は、自己資本により十分カバーされています。

（注）債権額等は億円未満を四捨五入しています。
（注）要管理債権の引当は、要管理先に対する一般貸倒引当金。

正常債権

14,479億円

破産更生債権及び
これらに準ずる債権33億円

貸倒引当金 8億円

貸倒引当金 26億円

貸倒引当金 73億円

担保・保証等 25億円100.00％
保全率

82.95％
保全率

64.14％
保全率

79.30％
保全率

担保・保証等 189億円

担保・保証等 51億円

不足額 53億円

不足額 43億円

危険債権

315億円

要管理債権
（該当貸出金のみ）

120億円

79.30％が保全されています。

保全不足の96億円は、自己資本にて十分カバーされています。

金融再生法開示債権額
468億円

保全額
372億円

（平成27年9月期）
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環境への取り組み

【総合6次産業都市の実現に至る5段階のステップアップ】

▲ 西条市HPより

第112期 事業の中間ご報告

高金利先進国の
ソブリン債を中
心に分散投資を
行います。
原 則として 、毎
月、安定した収益
分配を行うこと
を目指します。

インドの中型株
式を実質的な主
要投資対象とし、
信託財産の中長
期的な成長を目
指します。
原則として、3か
月毎の決算時に、
収益分配方針に
基づき分配を行
います。

インドの債券等
に投 資し、安 定
的な金利収益の
確保と信託財産
の成長を目指し
ます。
毎月決算を行い、
決算毎に分配を
行うことを目指し
ます。

■高金利先進国債券オープン
　（毎月分配型）（愛称：月桂樹）

■高成長インド・
　中型株式ファンド

■日興コタック・インド債券ファンド
　（毎月分配型）

地域振興への取り組み

当行は、西条市から「平成27年度総合６次産業都市モ
デル構築事業」を受託しました。西条市は、四国で唯一、国
から地域再生計画（「四国経済を牽引する『総合６次産業
都市』推進計画」）の認定を受け、国が推進する地方創生
のモデル事業に位置付けられています。

当行は、これからも地域の金融機関として、西条市の総
合６次産業都市及び地方創生の実現を支援していきます。

■西条市の「平成27年度総合６次産業都市モデル構築事業委託業務」の受託

平成27年7月4日、「えひめガイヤ成長産業化支援ファンド投
資事業有限責任組合」より投資を行った「株式会社いなほ農園」
の直営店「地鶏のごちそう。」がオープンしました。

株式会社三瀬洋商店が飼育する愛媛のブランド地鶏「媛っこ
地鶏」を二次加工し、直営店にて販売を行う、６次産業化事業体
を体現したものです。　

店内はおいしい地鶏のお惣菜を求めるお客様で大変にぎわ
い、商品ラインナップも着々と増加中です。

当行はこれからも、地元第一次産業の活性化につながる支
援を行っていきます。

■「えひめガイヤ成長産業化支援ファンド投資事業有限責任組合」
　第１号投資先（株式会社いなほ農園）の直営店がオープン

平成27年度
総合６次産業都市モデル構築事業委託業務

業 務 名

平成27年７月２７日～平成２８年３月１８日実 施 時 期
（１） 加工・業務用野菜の産地づくりに向けた将来像

の策定
（２） 長期ビジョンの作成及び地域との合意形成
（３） 長期ビジョンの地域展開
（４） 成果品作成

業 務 内 容

【業務の内容】

店内の様子 ▶

▲ オープニングセレモニーの様子

（参考）西条市６次産業都市モデル推進に関連する当行業務受託実績

【概要】
・西条市及び愛媛県域の農業に関する現状分析
・業務用カット野菜の産地化戦略の検討及び地域産業を活用したクラ

スターモデル構築の可能性検討
平成26年度 地域資源活用ネットワーク構築事業（経済産業省）
※当行含め４社合同で採択

【概要】
・西条市の総合６次産業都市としての機能を事業コアとした四国の農

産物の新市場開拓
・川上（生産現場サイド）及び川下（流通サイド）のネットワークの構築
・展示会（アグロ・イノベーション）出展、近赤外光による鮮度保持機の

試作

平成25年度 食関連産業集積化基礎調査事業（西条市）

公益財団法人愛媛銀行ふるさと振興基金では、愛媛県内にお
ける産業経済の発展に寄与する産業活動または文化および社会
活動に対して、顕彰事業および助成事業を行うことで、ふるさとの
発展に寄与しています。

【助成先】
●嚴島雅楽会（松山市）
●松前古城一座（伊予郡松前町）
●猿飛佐助を広める会（今治市）
●岩村昇博士協力会（松山市）

平成27年9月15日 助成式

平成27年8月、本店および研修所で
犬の譲渡会を開催しました。譲渡前に
は犬の飼い方や動物愛護の知識を習
得しました。

愛媛県動物愛護センターが毎月第2
土曜日に実施している譲渡会を当行本
店で実施することで、1匹でも多くの命
を救いたいと思っています。

■犬の譲渡会を開催
平成27年7月、「愛媛銀行ecHo

の森」にて今年度第1回目となる森
林づくり活動を行いました。松山市
内 の 新 入 行 員 4 0 名 が 参 加し、
ecHoの森の看板周辺および山道
の下草刈を実施しました。各自精
一杯活動し、木々の採光しやすい
環境が整いました。

平成27年7月、地域の福祉とスポーツ活動の向上に寄与するた
め、助成金目録の贈呈を行いました。
「公益財団法人愛媛県視覚障害者協会」様は、社会参加推進事

業の一環としてスポーツ振興
を通じた障害者の社会参加支
援を目的として活動しており、
なかでも愛媛県グランドソフト
ボール部様は視覚障害者の野
球であるグランドソフトボール
の普及と発展に努められてい
ます。

■｢愛媛銀行ecHoの森｣で森林環境体験実施

■「公益財団法人愛媛県視覚障害者協会」
　愛媛県グランドソフトボール部へ助成金目録贈呈

公益財団法人 愛媛銀行ふるさと振興基金

動物愛護への取り組み

ひめぎんＣＳＲ倶楽部

CSRへの取り組み

トピックス
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環境への取り組み

【総合6次産業都市の実現に至る5段階のステップアップ】

▲ 西条市HPより

第112期 事業の中間ご報告
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月、安定した収益
分配を行うこと
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的な金利収益の
確保と信託財産
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決算毎に分配を
行うことを目指し
ます。

■高金利先進国債券オープン
　（毎月分配型）（愛称：月桂樹）

■高成長インド・
　中型株式ファンド

■日興コタック・インド債券ファンド
　（毎月分配型）

地域振興への取り組み

当行は、西条市から「平成27年度総合６次産業都市モ
デル構築事業」を受託しました。西条市は、四国で唯一、国
から地域再生計画（「四国経済を牽引する『総合６次産業
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■西条市の「平成27年度総合６次産業都市モデル構築事業委託業務」の受託
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を体現したものです。　

店内はおいしい地鶏のお惣菜を求めるお客様で大変にぎわ
い、商品ラインナップも着々と増加中です。

当行はこれからも、地元第一次産業の活性化につながる支
援を行っていきます。

■「えひめガイヤ成長産業化支援ファンド投資事業有限責任組合」
　第１号投資先（株式会社いなほ農園）の直営店がオープン

平成27年度
総合６次産業都市モデル構築事業委託業務
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平成27年７月２７日～平成２８年３月１８日実 施 時 期
（１） 加工・業務用野菜の産地づくりに向けた将来像
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（２） 長期ビジョンの作成及び地域との合意形成
（３） 長期ビジョンの地域展開
（４） 成果品作成

業 務 内 容

【業務の内容】

店内の様子 ▶

▲ オープニングセレモニーの様子

（参考）西条市６次産業都市モデル推進に関連する当行業務受託実績

【概要】
・西条市及び愛媛県域の農業に関する現状分析
・業務用カット野菜の産地化戦略の検討及び地域産業を活用したクラ

スターモデル構築の可能性検討
平成26年度 地域資源活用ネットワーク構築事業（経済産業省）
※当行含め４社合同で採択

【概要】
・西条市の総合６次産業都市としての機能を事業コアとした四国の農

産物の新市場開拓
・川上（生産現場サイド）及び川下（流通サイド）のネットワークの構築
・展示会（アグロ・イノベーション）出展、近赤外光による鮮度保持機の

試作

平成25年度 食関連産業集積化基礎調査事業（西条市）

公益財団法人愛媛銀行ふるさと振興基金では、愛媛県内にお
ける産業経済の発展に寄与する産業活動または文化および社会
活動に対して、顕彰事業および助成事業を行うことで、ふるさとの
発展に寄与しています。

【助成先】
●嚴島雅楽会（松山市）
●松前古城一座（伊予郡松前町）
●猿飛佐助を広める会（今治市）
●岩村昇博士協力会（松山市）

平成27年9月15日 助成式

平成27年8月、本店および研修所で
犬の譲渡会を開催しました。譲渡前に
は犬の飼い方や動物愛護の知識を習
得しました。

愛媛県動物愛護センターが毎月第2
土曜日に実施している譲渡会を当行本
店で実施することで、1匹でも多くの命
を救いたいと思っています。

■犬の譲渡会を開催
平成27年7月、「愛媛銀行ecHo

の森」にて今年度第1回目となる森
林づくり活動を行いました。松山市
内 の 新 入 行 員 4 0 名 が 参 加し、
ecHoの森の看板周辺および山道
の下草刈を実施しました。各自精
一杯活動し、木々の採光しやすい
環境が整いました。

平成27年7月、地域の福祉とスポーツ活動の向上に寄与するた
め、助成金目録の贈呈を行いました。
「公益財団法人愛媛県視覚障害者協会」様は、社会参加推進事

業の一環としてスポーツ振興
を通じた障害者の社会参加支
援を目的として活動しており、
なかでも愛媛県グランドソフト
ボール部様は視覚障害者の野
球であるグランドソフトボール
の普及と発展に努められてい
ます。

■｢愛媛銀行ecHoの森｣で森林環境体験実施

■「公益財団法人愛媛県視覚障害者協会」
　愛媛県グランドソフトボール部へ助成金目録贈呈

公益財団法人 愛媛銀行ふるさと振興基金

動物愛護への取り組み

ひめぎんＣＳＲ倶楽部

CSRへの取り組み
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109 第112期 事業の中間ご報告

財務諸表（単体）
第112期中 中間貸借対照表 第112期中 中間損益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

■資産の部 ■負債の部
平成27年9月30日現在 平成27年4月1日から平成27年9月30日まで（単位：百万円）

（単位：百万円）

現金預け金
コールローン
買入金銭債権
商品有価証券
有価証券
貸出金
外国為替
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

科　目 金　額科　目 金　額科　目 金　額
預金
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
新株予約権付社債
その他負債
　未払法人税等
　リース債務
　その他の負債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
　資本準備金
利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　有形固定資産圧縮積立金
　　別途積立金
　　繰越利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

■純資産の部

経常収益
　資金運用収益
　　(うち貸出金利息)
　　(うち有価証券利息配当金)
　役務取引等収益
　その他業務収益
　その他経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　(うち預金利息)
　役務取引等費用
　その他業務費用
　営業経費
　その他経常費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

中間純利益

253,451
5,000

61,243
176

484,823
1,481,226

6,575
5,307

31,229
574
187

6,990
△ 15,986

2,320,797

1,894,035
258,279
15,024
22,118

6
7,928

10,044
1,253

367
8,424

817
414
158

4,430
6,990

2,220,247

19,114
13,249
13,249
49,464
5,864

43,599
34

39,253
4,312

△ 234
81,595
11,339
7,614

18,954
100,549

2,320,797

20,259
16,205
12,854
2,153
2,150

641
1,262

15,753
1,356
1,042
2,516

80
10,237
1,562
4,505

14
9

4,510
1,234

307
1,542

2,967

第112期中 中間株主資本等変動計算書
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで （単位：百万円）

当期首残高

当中間期変動額

　新株の発行  

　剰余金の配当

　中間純利益

　自己株式の取得

　別途積立金の積立

当中間期変動額合計
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財務諸表（単体）
第112期中 中間貸借対照表 第112期中 中間損益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

■資産の部 ■負債の部
平成27年9月30日現在 平成27年4月1日から平成27年9月30日まで（単位：百万円）

（単位：百万円）

現金預け金
コールローン
買入金銭債権
商品有価証券
有価証券
貸出金
外国為替
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

科　目 金　額科　目 金　額科　目 金　額
預金
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
新株予約権付社債
その他負債
　未払法人税等
　リース債務
　その他の負債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
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株主資本合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

■純資産の部

経常収益
　資金運用収益
　　(うち貸出金利息)
　　(うち有価証券利息配当金)
　役務取引等収益
　その他業務収益
　その他経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　(うち預金利息)
　役務取引等費用
　その他業務費用
　営業経費
　その他経常費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

中間純利益

253,451
5,000

61,243
176

484,823
1,481,226

6,575
5,307

31,229
574
187

6,990
△ 15,986

2,320,797

1,894,035
258,279
15,024
22,118

6
7,928

10,044
1,253

367
8,424

817
414
158

4,430
6,990

2,220,247

19,114
13,249
13,249
49,464
5,864

43,599
34

39,253
4,312

△ 234
81,595
11,339
7,614

18,954
100,549

2,320,797

20,259
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12,854
2,153
2,150
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15,753
1,356
1,042
2,516

80
10,237
1,562
4,505

14
9

4,510
1,234

307
1,542

2,967

第112期中 中間株主資本等変動計算書
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで （単位：百万円）

当期首残高

当中間期変動額

　新株の発行  

　剰余金の配当

　中間純利益

　自己株式の取得

　別途積立金の積立

当中間期変動額合計

当中間期末残高

19,107

 

7

 

 

 

 

 

 

7

19,114

13,242

 

7

 

 

 

 

 

 

7

13,249

13,242

 

7

 

 

 

 

 

 

7

13,249

5,864

 

 

 

 

 

 

 

 

ー

5,864

35,287

 

 

 

 

 

△ 0

4,000

 

3,999

39,287

5,876

 

 

△ 532

2,967

 

0

△4,000

 

△1,564

4,312

47,029

 

 

△ 532

2,967

 

ー

ー

 

2,435

49,464

△ 232

 

 

 

 

△ 2

 

 

 

△ 2

△ 234

79,147

 

15

△ 532

2,967

△ 2

ー

ー

 

2,448

81,595

14,062

 

 

 

 

 

 

 

△2,722

△2,722

11,339

ー

 

 

 

 

 

 

 

ー

ー

ー

7,614

 

 

 

 

 

 

 

ー

ー

7,614

21,677

 

 

 

 

 

 

 

△2,722

△2,722

18,954

100,824

 

15

△ 532

2,967

△ 2

ー

ー

△2,722

△ 274

100,549

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額 ( 純額 )

　有形固定資産圧縮
　積立金の取崩

資
本
金 資

本
準
備
金

資本剰余金

株　主　資　本 評価・換算差額等

利益剰余金

その他利益剰余金資
本
剰
余
金
合
計

利
益
準
備
金

積
立
金

繰
越
利
益

剰
余
金

利
益
剰
余
金
合
計

自
己
株
式

株
主
資
本
合
計

そ
の
他
有
価
証
券

評
価
差
額
金

繰
延
ヘッ
ジ
損
益

土
地
再
評
価
差
額
金

評
価
・
換
算
差
額
等
合
計

純
資
産
合
計
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1211 第112期 事業の中間ご報告

財務諸表（連結）
第112期中 連結中間貸借対照表 第112期中 連結中間損益及び包括利益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

■資産の部 ■負債の部
平成27年9月30日現在 平成27年4月1日から平成27年9月30日まで（単位：百万円）

（単位：百万円）

現金預け金
コールローン及び買入手形
買入金銭債権
商品有価証券
有価証券
貸出金
外国為替
リース債権及びリース投資資産
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

科　目 金　額科　目 金　額科　目 金　額
預金
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
新株予約権付社債
その他負債
退職給付に係る負債
役員退職慰労引当金
利息返還損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
非支配株主持分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

■純資産の部

経常収益
　資金運用収益
　　（うち貸出金利息）
　　（うち有価証券利息配当金）
　役務取引等収益
　その他業務収益
　その他経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　（うち預金利息）
　役務取引等費用
　その他業務費用
　営業経費
　その他経常費用
経常利益
特別利益
　固定資産処分益
特別損失
　固定資産処分損
　減損損失
税金等調整前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
中間純利益

（内訳）
　親会社株主に帰属する中間純利益
　非支配株主に帰属する中間純利益
その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金
　退職給付に係る調整額
中間包括利益

（内訳）
　親会社株主に係る中間包括利益
　非支配株主に係る中間包括利益

253,451
5,000

61,243
176

484,983
1,478,704

6,575
6,668
9,424

31,504
615
902

6,990
△ 18,284

2,327,955

1,891,115
258,279
15,024
25,009

6
7,928

12,980
1,150

422
41

158
4,430
6,990

2,223,538

19,114
13,249
52,315
△ 234
84,445
11,722
7,614

△ 181
19,155

815
104,417

2,327,955

22,004
16,414
12,881
2,156
2,278
2,043
1,267

17,142
1,376
1,042
2,229

3
11,883
1,649
4,861

14
14
9
9
0

4,866
1,347

307
1,654
3,211

3,172
39

△ 2,613
△ 2,699

86
598

554
43

役　員
（平成27年9月30日現在）

子会社一覧

会社名
ひめぎんビジネスサービス㈱
㈱ひめぎんソフト
ひめぎん総合リース㈱
㈱愛媛ジェーシービー
ひめぎんスタッフサポート㈱ 

投資事業有限責任組合えひめ
ベンチャーファンド2013、他3社

主要業務内容
現金等の精査・整理・集金業務
コンピューターシステムの管理・運営業務
リース業務、投資業務
クレジットカード業務、保証業務
人材派遣に関する業務

ベンチャー企業への投資業務、他

（平成27年9月30日現在）

中　山　紘治郎
本　田　元　広
河　野　雅　人
原　田　光　雄
遠　藤　明　弘
脇　水　雅　彥
山 本 惠 三
福　富　　　治
木　原　盛　展
日　野　　　満

会　　　長（代表取締役）

頭　　　取（代表取締役）

専務取締役（代表取締役）

専務取締役（代表取締役）

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 　 査 　 役

監 　 査 　 役

大 宿 有 三
西 川 義 教
有 光 秀 明
門 田 真 二
大 植 隆 司
� 野 内 直 光
森　田　邦　博
山 下 剛 志
西 澤 孝 一
関　谷　達　郎

（注）1.取締役 �野内直光は、会社法第2条第15号に定める社外取締役であります。
（注）2.常勤監査役 森田邦博、監査役 西澤孝一は、会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。

第112期中 連結中間株主資本等変動計算書
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで （単位：百万円）

19,107

 

7

 

 

 

 

7

19,114

13,241

 

7

 

 

 

 

7

13,249

49,676

 

 

△ 532

3,172

 

 

2,639

52,315

△ 232

 

 

 

 

△ 2

 

△ 2

△ 234

81,793

 

15

△ 532

3,172

△ 2

 

2,652

84,445

14,425

 

 

 

 

 

△ 2,703

△ 2,703

11,722

ー

 

 

 

 

 

ー

ー

ー

7,614

 

 

 

 

 

ー

ー

7,614

△ 267

 

 

 

 

 

86

86

△ 181

21,772

 

 

 

 

 

△ 2,617

△ 2,617

19,155

774

 

 

 

 

 

41

41

815

104,340

 

15

△ 532

3,172

△ 2

△ 2,575

76

104,417

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額 ( 純額 )

　親会社株主に帰属する
　中間純利益

資
本
金

資
本
剰
余
金

株　主　資　本 その他の包括利益累計額
利
益
剰
余
金

自
己
株
式

株
主
資
本
合
計

そ
の
他
有
価
証
券

評
価
差
額
金

繰
延
ヘッ
ジ
損
益

土
地
再
評
価
差
額
金

退
職
給
付
に
係
る

調
整
累
計
額

そ
の
他
の
包
括
利
益

累
計
額
合
計

非
支
配
株
主
持
分

純
資
産
合
計

当期首残高

当中間期変動額

　新株の発行

　剰余金の配当

　自己株式の取得

当中間期変動額合計

当中間期末残高

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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1211 第112期 事業の中間ご報告

財務諸表（連結）
第112期中 連結中間貸借対照表 第112期中 連結中間損益及び包括利益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

■資産の部 ■負債の部
平成27年9月30日現在 平成27年4月1日から平成27年9月30日まで（単位：百万円）

（単位：百万円）

現金預け金
コールローン及び買入手形
買入金銭債権
商品有価証券
有価証券
貸出金
外国為替
リース債権及びリース投資資産
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

科　目 金　額科　目 金　額科　目 金　額
預金
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
新株予約権付社債
その他負債
退職給付に係る負債
役員退職慰労引当金
利息返還損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
非支配株主持分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

■純資産の部

経常収益
　資金運用収益
　　（うち貸出金利息）
　　（うち有価証券利息配当金）
　役務取引等収益
　その他業務収益
　その他経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　（うち預金利息）
　役務取引等費用
　その他業務費用
　営業経費
　その他経常費用
経常利益
特別利益
　固定資産処分益
特別損失
　固定資産処分損
　減損損失
税金等調整前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
中間純利益

（内訳）
　親会社株主に帰属する中間純利益
　非支配株主に帰属する中間純利益
その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金
　退職給付に係る調整額
中間包括利益

（内訳）
　親会社株主に係る中間包括利益
　非支配株主に係る中間包括利益

253,451
5,000

61,243
176

484,983
1,478,704

6,575
6,668
9,424

31,504
615
902

6,990
△ 18,284

2,327,955

1,891,115
258,279
15,024
25,009

6
7,928

12,980
1,150

422
41

158
4,430
6,990

2,223,538

19,114
13,249
52,315
△ 234
84,445
11,722
7,614

△ 181
19,155

815
104,417

2,327,955

22,004
16,414
12,881
2,156
2,278
2,043
1,267

17,142
1,376
1,042
2,229

3
11,883
1,649
4,861

14
14
9
9
0

4,866
1,347

307
1,654
3,211

3,172
39

△ 2,613
△ 2,699

86
598

554
43

役　員
（平成27年9月30日現在）

子会社一覧

会社名
ひめぎんビジネスサービス㈱
㈱ひめぎんソフト
ひめぎん総合リース㈱
㈱愛媛ジェーシービー
ひめぎんスタッフサポート㈱ 

投資事業有限責任組合えひめ
ベンチャーファンド2013、他3社

主要業務内容
現金等の精査・整理・集金業務
コンピューターシステムの管理・運営業務
リース業務、投資業務
クレジットカード業務、保証業務
人材派遣に関する業務

ベンチャー企業への投資業務、他

（平成27年9月30日現在）

中　山　紘治郎
本　田　元　広
河　野　雅　人
原　田　光　雄
遠　藤　明　弘
脇　水　雅　彥
山 本 惠 三
福　富　　　治
木　原　盛　展
日　野　　　満

会　　　長（代表取締役）

頭　　　取（代表取締役）

専務取締役（代表取締役）

専務取締役（代表取締役）

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 　 査 　 役

監 　 査 　 役

大 宿 有 三
西 川 義 教
有 光 秀 明
門 田 真 二
大 植 隆 司
� 野 内 直 光
森　田　邦　博
山 下 剛 志
西 澤 孝 一
関　谷　達　郎

（注）1.取締役 �野内直光は、会社法第2条第15号に定める社外取締役であります。
（注）2.常勤監査役 森田邦博、監査役 西澤孝一は、会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。

第112期中 連結中間株主資本等変動計算書
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで （単位：百万円）
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21,772

 

 

 

 

 

△ 2,617

△ 2,617

19,155

774

 

 

 

 

 

41

41

815

104,340

 

15

△ 532

3,172

△ 2

△ 2,575

76

104,417

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額 ( 純額 )

　親会社株主に帰属する
　中間純利益

資
本
金

資
本
剰
余
金

株　主　資　本 その他の包括利益累計額
利
益
剰
余
金

自
己
株
式

株
主
資
本
合
計

そ
の
他
有
価
証
券

評
価
差
額
金

繰
延
ヘッ
ジ
損
益

土
地
再
評
価
差
額
金

退
職
給
付
に
係
る

調
整
累
計
額

そ
の
他
の
包
括
利
益

累
計
額
合
計

非
支
配
株
主
持
分

純
資
産
合
計

当期首残高

当中間期変動額

　新株の発行

　剰余金の配当

　自己株式の取得

当中間期変動額合計

当中間期末残高

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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第112期 事業の中間ご報告

■株式の状況

■株式のご案内

■大株主

■株式構成

事業年度
定時株主総会
基準日

公告方法

株主名簿管理人
及び特別口座の
口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所

（郵便物送付先）

（電話照会先）
（インターネット
ホームページURL）
上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月に開催
定時株主総会 毎年3月31日
期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。
当行ホームページ（下記アドレス）に掲載いたします。
http://www.himegin.co.jp/stockholder/library.html

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　0120-782-031

http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

東京証券取引所

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会

は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されてい
ない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ

た株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座
（特別口座といいます。）を開設いたしております。特別口座についてのご照会及
び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

（注） 1.株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。
 2.持株比率は、当事業年度末日における発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対

する割合であり、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

発行可能株式総数 500,000千株

発行済株式の総数 178,121千株

株主数 9,478名

平成27年9月30日現在

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 15,742千株 8.87％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 9,409千株 5.30％
愛媛銀行 行員持株会 6,025千株 3.39％
株式会社みずほ銀行 4,380千株 2.46％
大王製紙株式会社 3,753千株 2.11％
住友生命保険相互会社 2,999千株 1.68％
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 2,995千株 1.68％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,378千株 1.33％
株式会社大和証券グループ本社 2,292千株 1.29％
今治造船株式会社 2,150千株 1.21％

（上位10先）

株　主　名
持 株 数 持株比率

当行への出資状況

所有者別株式構成

地域別株式構成

金融機関
35.04％

その他の法人
34.93％

個人その他
24.12％

証券会社
0.74％

外国法人等
4.75％

自己株式
0.36％

関東地方
43.50％

四国地方
42.92％

近畿地方
3.86％

中国地方
3.47％

九州地方
1.05％

中部地方
0.48％

その他の地方
4.68％

株式の状況・ご案内

本 店
県立中央病院（出）
ローンセンター松山（出）
県 庁 支 店
松 山 市 役 所 支 店
末 広 町 支 店
大 街 道 支 店
道 後 支 店
湯 築 支 店
本 町 支 店
松 山 駅 前 支 店
三 津 浜 支 店
松山水産市場（出）
三 津 浜 東 支 店
立 花 支 店
久 米 支 店
来 住 支 店
松 末 支 店
余 戸 支 店
余戸支店であい（出）
鴨 川 支 店
姫 原 支 店
中 央 通 支 店
松山中央市場（出）
古 川 支 店
桑 原 支 店
森 松 支 店
空 港 通 支 店
味 生 支 店
石 井 支 店
雄 郡 支 店
北 条 支 店
重 信 支 店
ボーチェ重信（出）
見 奈 良 支 店
川 内 支 店
郡 中 支 店
松 前 支 店
ボーチェ松前（出）
砥 部 支 店
久 万 支 店

川 之 江 支 店
金 生 支 店
三 島 支 店
中 之 庄 支 店
土 居 支 店
新 居 浜 支 店
新 居 浜 東 支 店
泉 川 支 店
角 野 支 店
中 萩 支 店
西 条 支 店
飯 岡 支 店
氷 見 支 店
壬 生 川 支 店
丹 原 支 店
今 治 支 店
旭 町 支 店
今 治 東 支 店

790-8580 松山市勝山町 2 丁目 1 (089)933-1111
790-0024 松山市春日町 83 (089)946-3788
790-0874 松山市南持田町 27-1 (089)933-1117
790-0001 松山市一番町 4 丁目 4-2 (089)943-7143
790-0002 松山市二番町 4 丁目 7-2 (089)921-1304
790-0011 松山市千舟町 5 丁目 6-1 (089)933-1311
790-0004 松山市大街道 3 丁目 2-3 (089)933-1211
790-0842 松山市道後湯之町 2-15 (089)933-1411
790-0846 松山市道後北代 5-1 (089)925-3883
790-0811 松山市本町 3 丁目 5-15 (089)933-1611
790-0066 松山市宮田町 186-4 (089)933-8882
791-8062 松山市住吉 2 丁目 8-6 (089)951-0108
791-8060 松山市三津ふ頭 1-2 (089)953-0171
791-8076 松山市会津町 5-18 (089)951-2102
790-0966 松山市立花 3 丁目 1-17 (089)943-2821
790-0924 松山市南久米町 155-7 (089)975-1151
791-1102 松山市来住町 1442-4 (089)958-2800
790-0915 松山市松末 1 丁目 4-3 (089)947-7125
790-0043 松山市保免西 1 丁目 1-17 (089)972-3251
790-0045 松山市余戸中 6 丁目 1-9 (089)972-3305
791-8002 松山市谷町甲 77 (089)979-1122
791-8012 松山市姫原 2 丁目 4-29 (089)924-7111
791-8015 松山市中央 2 丁目 24-3 (089)922-0741
791-8016 松山市久万ノ台 348-1 (089)924-2282
790-0944 松山市古川西 1 丁目 2-1 (089)957-3833
790-0911 松山市桑原 4 丁目 8-3 (089)933-3517
791-1113 松山市森松町 728-1 (089)957-7111
791-8036 松山市高岡町 79-2 (089)971-9200
791-8031 松山市北斎院町 711-1 (089)953-3711
790-0932 松山市東石井 6 丁目 7-35 (089)905-2850
790-0035 松山市藤原 2 丁目 4-75 (089)933-7730
799-2430 松山市北条辻 431-1 (089)993-0685
791-0213 東温市牛渕 1935-1 (089)964-6231
791-0216 東温市野田 3 丁目 1-13 (089)964-3215
791-0211 東温市見奈良 1407-4 (089)964-5430
791-0301 東温市南方 461-1 (089)966-6577
799-3114 伊予市灘町 37-1 (089)982-1221
791-3102 伊予郡松前町大字北黒田 215-2 (089)985-3161
791-3120 伊予郡松前町大字北黒田 215-2 松前支店内 (089)985-3161
791-2120 伊予郡砥部町宮内 747 (089)962-1037
791-1201 上浮穴郡久万高原町久万 258-1 (0892)21-1200

799-0101 四国中央市川之江町 1888-2 (0896)56-1111
799-0111 四国中央市金生町下分 891-1 (0896)56-8977
799-0405 四国中央市三島中央 3 丁目 6-7 (0896)23-2530
799-0422 四国中央市中之庄町 575-1 (0896)23-8981
799-0712 四国中央市土居町入野 865-1 (0896)74-1681
792-0035 新居浜市西の土居町 1 丁目 1-27 (0897)37-2137
792-0864 新居浜市東雲町 2 丁目 5-2 (0897)35-2261
792-0826 新居浜市喜光地町 1 丁目 7-15 (0897)43-6141
792-0831 新居浜市西連寺町 2 丁目 6-28 (0897)43-2180
792-0045 新居浜市中萩町 5-40 (0897)43-1951
793-0030 西条市大町 687-6 (0897)56-1580
793-0010 西条市飯岡 1373-2 (0897)55-0656
793-0072 西条市氷見乙 1148-1 (0897)57-9211
799-1353 西条市三津屋南 7-24 (0898)64-3150
791-0503 西条市丹原町今井 478 (0898)68-7315
794-0025 今治市大正町 1 丁目 2-10 (0898)32-4470
794-0042 今治市旭町 4 丁目 1-2 (0898)32-6088
799-1502 今治市喜田村 1 丁目 5-10 (0898)47-2541

桜 井 支 店
日 高 支 店
波 止 浜 支 店
伯 方 支 店
菊 間 支 店
吉 海 支 店
弓 削 支 店

内 子 支 店
長 浜 支 店
大 洲 支 店
八 幡 浜 支 店
三 瓶 支 店
卯 之 町 支 店
野 村 支 店
し ろ か わ 支 店
川 之 石 支 店
吉 田 支 店
宇 和 島 支 店
宇 和 島 新 町（出）
宇 和 島 南 支 店
岩 松 支 店
近 永 支 店
城 辺 支 店

高 知 支 店
上 町 支 店
山 田 支 店
高 岡 支 店
須 崎 支 店
中 村 支 店
宿 毛 支 店
高 松 支 店
坂 出 支 店
丸 亀 支 店
観 音 寺 支 店
徳 島 支 店

大 分 支 店
福 山 支 店
広 島 支 店
尾 道 支 店
岡 山 支 店
大 阪 支 店
新 大 阪 支 店
東 京 支 店

四国八十八カ所支店

店舗名 郵便番号 住　所 TEL 店舗名 郵便番号 住　所 TEL
■愛媛県 ■愛媛県

■高知県・香川県・徳島県

■大分県・広島県・岡山県・大阪府・東京都

■インターネット支店

中　予

東　予

東　予

南　予

799-1522 今治市桜井 2 丁目 11-12 (0898)48-2445
794-0064 今治市小泉 4 丁目 6-54 (0898)23-5488
799-2117 今治市地堀 1 丁目 2-1 (0898)41-9500
794-2305 今治市伯方町木浦甲 3508-1 (0897)72-1155
799-2303 今治市菊間町浜 689 (0898)54-3550
794-2110 今治市吉海町八幡 116 (0897)84-2511
794-2506 越智郡上島町弓削下弓削 186 (0897)77-2525

791-3301 喜多郡内子町内子 1620 (0893)44-2145
799-3401 大洲市長浜甲 640 (0893)52-2111
795-0052 大洲市若宮 541-1 (0893)24-2141
796-8691 八幡浜市 1355-2 (0894)22-1410
796-0909 西予市三瓶町安土 533-3 (0894)33-1311
797-0015 西予市宇和町卯之町 3 丁目 340 (0894)62-1241
797-1212 西予市野村町野村 12 号 351 (0894)72-1135
797-1212 西予市野村町野村 12 号 351 野村支店内 (0894)72-1135
796-0202 八幡浜市保内町宮内 1 番耕地 249-1 (0894)36-0042
799-3703 宇和島市吉田町東小路甲 61-3 (0895)52-1151
798-0031 宇和島市栄町港 3 丁目 7-15 (0895)22-5730
798-0035 宇和島市新町 1 丁目 4-3 (0895)22-5726
798-0081 宇和島市中沢町 2 丁目 1-8 (0895)24-1515
798-3301 宇和島市津島町岩松甲 764-1 (0895)32-2009
798-1345 北宇和郡鬼北町大字近永 1041 (0895)45-1200
798-4131 南宇和郡愛南町城辺甲 1944 (0895)72-1151
  
  

780-0822 高知市はりまや町 1 丁目 4-5 (088)882-3121
780-0822 高知市はりまや町 1 丁目 4-5 高知支店内 (088)882-3121
782-0031 香美市土佐山田町東本町 3 丁目 1-21 (0887)53-3121
781-1101 土佐市高岡町甲 2031-1 (088)852-1208
781-1101 土佐市高岡町甲 2031-1 高岡支店内 (088)852-1208
787-0031 四万十市中村東下町 32 (0880)34-3181
788-0001 宿毛市中央 1 丁目 3-7 (0880)63-2133
760-0052 高松市瓦町 1 丁目 2-3 (087)851-5500
762-0001 坂出市京町 3 丁目 1-1 (0877)46-5681
763-0021 丸亀市富屋町 75-1 (0877)22-3136
763-0021 丸亀市富屋町 75-1 丸亀支店内 (0877)22-3136
770-0843 徳島市両国本町 1 丁目 33 (088)622-7747
  
  

870-0034 大分市都町 1 丁目 1-23 (097)536-5515
721-0965 福山市王子町 2 丁目 11-1 (084)921-1331
730-0029 広島市中区三川町 2-10 (082)248-2351
722-0035 尾道市土堂 1 丁目 8-24 (0848)22-5161
700-0825 岡山市北区田町 2 丁目 5-10 (086)225-2801
541-0046 大阪市中央区平野町 2 丁目 3-7 (06)6203-5841
532-0004 大阪市淀川区西宮原 1 丁目 8-39 (06)6392-2131
101-0032 東京都千代田区岩本町 3 丁目 2-4 (03)3861-8151

http://www.himegin.co.jp/88 0120-088-459

（平成27年10月31日現在）



1413

店
舗
一
覧

株
式
の
状
況
・
ご
案
内

第112期 事業の中間ご報告

■株式の状況

■株式のご案内

■大株主

■株式構成

事業年度
定時株主総会
基準日

公告方法

株主名簿管理人
及び特別口座の
口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所

（郵便物送付先）

（電話照会先）
（インターネット
ホームページURL）
上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月に開催
定時株主総会 毎年3月31日
期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。
当行ホームページ（下記アドレス）に掲載いたします。
http://www.himegin.co.jp/stockholder/library.html

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　0120-782-031

http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

東京証券取引所

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会

は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されてい
ない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ

た株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座
（特別口座といいます。）を開設いたしております。特別口座についてのご照会及
び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

（注） 1.株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。
 2.持株比率は、当事業年度末日における発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対

する割合であり、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

発行可能株式総数 500,000千株

発行済株式の総数 178,121千株

株主数 9,478名

平成27年9月30日現在

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 15,742千株 8.87％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 9,409千株 5.30％
愛媛銀行 行員持株会 6,025千株 3.39％
株式会社みずほ銀行 4,380千株 2.46％
大王製紙株式会社 3,753千株 2.11％
住友生命保険相互会社 2,999千株 1.68％
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 2,995千株 1.68％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,378千株 1.33％
株式会社大和証券グループ本社 2,292千株 1.29％
今治造船株式会社 2,150千株 1.21％

（上位10先）

株　主　名
持 株 数 持株比率

当行への出資状況

所有者別株式構成

地域別株式構成

金融機関
35.04％

その他の法人
34.93％

個人その他
24.12％

証券会社
0.74％

外国法人等
4.75％

自己株式
0.36％

関東地方
43.50％

四国地方
42.92％

近畿地方
3.86％

中国地方
3.47％

九州地方
1.05％

中部地方
0.48％

その他の地方
4.68％

株式の状況・ご案内

本 店
県立中央病院（出）
ローンセンター松山（出）
県 庁 支 店
松 山 市 役 所 支 店
末 広 町 支 店
大 街 道 支 店
道 後 支 店
湯 築 支 店
本 町 支 店
松 山 駅 前 支 店
三 津 浜 支 店
松山水産市場（出）
三 津 浜 東 支 店
立 花 支 店
久 米 支 店
来 住 支 店
松 末 支 店
余 戸 支 店
余戸支店であい（出）
鴨 川 支 店
姫 原 支 店
中 央 通 支 店
松山中央市場（出）
古 川 支 店
桑 原 支 店
森 松 支 店
空 港 通 支 店
味 生 支 店
石 井 支 店
雄 郡 支 店
北 条 支 店
重 信 支 店
ボーチェ重信（出）
見 奈 良 支 店
川 内 支 店
郡 中 支 店
松 前 支 店
ボーチェ松前（出）
砥 部 支 店
久 万 支 店

川 之 江 支 店
金 生 支 店
三 島 支 店
中 之 庄 支 店
土 居 支 店
新 居 浜 支 店
新 居 浜 東 支 店
泉 川 支 店
角 野 支 店
中 萩 支 店
西 条 支 店
飯 岡 支 店
氷 見 支 店
壬 生 川 支 店
丹 原 支 店
今 治 支 店
旭 町 支 店
今 治 東 支 店

790-8580 松山市勝山町 2 丁目 1 (089)933-1111
790-0024 松山市春日町 83 (089)946-3788
790-0874 松山市南持田町 27-1 (089)933-1117
790-0001 松山市一番町 4 丁目 4-2 (089)943-7143
790-0002 松山市二番町 4 丁目 7-2 (089)921-1304
790-0011 松山市千舟町 5 丁目 6-1 (089)933-1311
790-0004 松山市大街道 3 丁目 2-3 (089)933-1211
790-0842 松山市道後湯之町 2-15 (089)933-1411
790-0846 松山市道後北代 5-1 (089)925-3883
790-0811 松山市本町 3 丁目 5-15 (089)933-1611
790-0066 松山市宮田町 186-4 (089)933-8882
791-8062 松山市住吉 2 丁目 8-6 (089)951-0108
791-8060 松山市三津ふ頭 1-2 (089)953-0171
791-8076 松山市会津町 5-18 (089)951-2102
790-0966 松山市立花 3 丁目 1-17 (089)943-2821
790-0924 松山市南久米町 155-7 (089)975-1151
791-1102 松山市来住町 1442-4 (089)958-2800
790-0915 松山市松末 1 丁目 4-3 (089)947-7125
790-0043 松山市保免西 1 丁目 1-17 (089)972-3251
790-0045 松山市余戸中 6 丁目 1-9 (089)972-3305
791-8002 松山市谷町甲 77 (089)979-1122
791-8012 松山市姫原 2 丁目 4-29 (089)924-7111
791-8015 松山市中央 2 丁目 24-3 (089)922-0741
791-8016 松山市久万ノ台 348-1 (089)924-2282
790-0944 松山市古川西 1 丁目 2-1 (089)957-3833
790-0911 松山市桑原 4 丁目 8-3 (089)933-3517
791-1113 松山市森松町 728-1 (089)957-7111
791-8036 松山市高岡町 79-2 (089)971-9200
791-8031 松山市北斎院町 711-1 (089)953-3711
790-0932 松山市東石井 6 丁目 7-35 (089)905-2850
790-0035 松山市藤原 2 丁目 4-75 (089)933-7730
799-2430 松山市北条辻 431-1 (089)993-0685
791-0213 東温市牛渕 1935-1 (089)964-6231
791-0216 東温市野田 3 丁目 1-13 (089)964-3215
791-0211 東温市見奈良 1407-4 (089)964-5430
791-0301 東温市南方 461-1 (089)966-6577
799-3114 伊予市灘町 37-1 (089)982-1221
791-3102 伊予郡松前町大字北黒田 215-2 (089)985-3161
791-3120 伊予郡松前町大字北黒田 215-2 松前支店内 (089)985-3161
791-2120 伊予郡砥部町宮内 747 (089)962-1037
791-1201 上浮穴郡久万高原町久万 258-1 (0892)21-1200

799-0101 四国中央市川之江町 1888-2 (0896)56-1111
799-0111 四国中央市金生町下分 891-1 (0896)56-8977
799-0405 四国中央市三島中央 3 丁目 6-7 (0896)23-2530
799-0422 四国中央市中之庄町 575-1 (0896)23-8981
799-0712 四国中央市土居町入野 865-1 (0896)74-1681
792-0035 新居浜市西の土居町 1 丁目 1-27 (0897)37-2137
792-0864 新居浜市東雲町 2 丁目 5-2 (0897)35-2261
792-0826 新居浜市喜光地町 1 丁目 7-15 (0897)43-6141
792-0831 新居浜市西連寺町 2 丁目 6-28 (0897)43-2180
792-0045 新居浜市中萩町 5-40 (0897)43-1951
793-0030 西条市大町 687-6 (0897)56-1580
793-0010 西条市飯岡 1373-2 (0897)55-0656
793-0072 西条市氷見乙 1148-1 (0897)57-9211
799-1353 西条市三津屋南 7-24 (0898)64-3150
791-0503 西条市丹原町今井 478 (0898)68-7315
794-0025 今治市大正町 1 丁目 2-10 (0898)32-4470
794-0042 今治市旭町 4 丁目 1-2 (0898)32-6088
799-1502 今治市喜田村 1 丁目 5-10 (0898)47-2541

桜 井 支 店
日 高 支 店
波 止 浜 支 店
伯 方 支 店
菊 間 支 店
吉 海 支 店
弓 削 支 店

内 子 支 店
長 浜 支 店
大 洲 支 店
八 幡 浜 支 店
三 瓶 支 店
卯 之 町 支 店
野 村 支 店
し ろ か わ 支 店
川 之 石 支 店
吉 田 支 店
宇 和 島 支 店
宇 和 島 新 町（出）
宇 和 島 南 支 店
岩 松 支 店
近 永 支 店
城 辺 支 店

高 知 支 店
上 町 支 店
山 田 支 店
高 岡 支 店
須 崎 支 店
中 村 支 店
宿 毛 支 店
高 松 支 店
坂 出 支 店
丸 亀 支 店
観 音 寺 支 店
徳 島 支 店

大 分 支 店
福 山 支 店
広 島 支 店
尾 道 支 店
岡 山 支 店
大 阪 支 店
新 大 阪 支 店
東 京 支 店

四国八十八カ所支店

店舗名 郵便番号 住　所 TEL 店舗名 郵便番号 住　所 TEL
■愛媛県 ■愛媛県

■高知県・香川県・徳島県

■大分県・広島県・岡山県・大阪府・東京都

■インターネット支店

中　予

東　予

東　予

南　予

799-1522 今治市桜井 2 丁目 11-12 (0898)48-2445
794-0064 今治市小泉 4 丁目 6-54 (0898)23-5488
799-2117 今治市地堀 1 丁目 2-1 (0898)41-9500
794-2305 今治市伯方町木浦甲 3508-1 (0897)72-1155
799-2303 今治市菊間町浜 689 (0898)54-3550
794-2110 今治市吉海町八幡 116 (0897)84-2511
794-2506 越智郡上島町弓削下弓削 186 (0897)77-2525

791-3301 喜多郡内子町内子 1620 (0893)44-2145
799-3401 大洲市長浜甲 640 (0893)52-2111
795-0052 大洲市若宮 541-1 (0893)24-2141
796-8691 八幡浜市 1355-2 (0894)22-1410
796-0909 西予市三瓶町安土 533-3 (0894)33-1311
797-0015 西予市宇和町卯之町 3 丁目 340 (0894)62-1241
797-1212 西予市野村町野村 12 号 351 (0894)72-1135
797-1212 西予市野村町野村 12 号 351 野村支店内 (0894)72-1135
796-0202 八幡浜市保内町宮内 1 番耕地 249-1 (0894)36-0042
799-3703 宇和島市吉田町東小路甲 61-3 (0895)52-1151
798-0031 宇和島市栄町港 3 丁目 7-15 (0895)22-5730
798-0035 宇和島市新町 1 丁目 4-3 (0895)22-5726
798-0081 宇和島市中沢町 2 丁目 1-8 (0895)24-1515
798-3301 宇和島市津島町岩松甲 764-1 (0895)32-2009
798-1345 北宇和郡鬼北町大字近永 1041 (0895)45-1200
798-4131 南宇和郡愛南町城辺甲 1944 (0895)72-1151
  
  

780-0822 高知市はりまや町 1 丁目 4-5 (088)882-3121
780-0822 高知市はりまや町 1 丁目 4-5 高知支店内 (088)882-3121
782-0031 香美市土佐山田町東本町 3 丁目 1-21 (0887)53-3121
781-1101 土佐市高岡町甲 2031-1 (088)852-1208
781-1101 土佐市高岡町甲 2031-1 高岡支店内 (088)852-1208
787-0031 四万十市中村東下町 32 (0880)34-3181
788-0001 宿毛市中央 1 丁目 3-7 (0880)63-2133
760-0052 高松市瓦町 1 丁目 2-3 (087)851-5500
762-0001 坂出市京町 3 丁目 1-1 (0877)46-5681
763-0021 丸亀市富屋町 75-1 (0877)22-3136
763-0021 丸亀市富屋町 75-1 丸亀支店内 (0877)22-3136
770-0843 徳島市両国本町 1 丁目 33 (088)622-7747
  
  

870-0034 大分市都町 1 丁目 1-23 (097)536-5515
721-0965 福山市王子町 2 丁目 11-1 (084)921-1331
730-0029 広島市中区三川町 2-10 (082)248-2351
722-0035 尾道市土堂 1 丁目 8-24 (0848)22-5161
700-0825 岡山市北区田町 2 丁目 5-10 (086)225-2801
541-0046 大阪市中央区平野町 2 丁目 3-7 (06)6203-5841
532-0004 大阪市淀川区西宮原 1 丁目 8-39 (06)6392-2131
101-0032 東京都千代田区岩本町 3 丁目 2-4 (03)3861-8151

http://www.himegin.co.jp/88 0120-088-459

（平成27年10月31日現在）



愛媛銀行 企画広報部
〒790-8580松山市勝山町2丁目1番地
電話（089）933-1111（代表）

 

各種ローンに関しましては、ローンセンター及び
当行本支店窓口までお気軽にご相談ください。
■ローンセンター松山　（089）933-1117

（ 研 修 所 内 ） 営業時間 平日／ 9：00 ～ 19：00
  土 ・ 日 ・ 祝／ 10：00 ～ 17：00

■ローンセンター石井　（089）905-2180
（石井支店内） 営業時間 月・木・金・土・日／ 10：00 ～ 19：00
  火・水・祝／休業

■ローンセンター新居浜　（0897）35-2070
（新居浜支店内） 営業時間 月・火・木・金／ 10：00 ～ 19：00
  土／ 10：00 ～ 17：00　水・日・祝／休業

■ローンセンター今治　（0898）32-4555
（今治支店内） 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

■ローンセンター西条　（0897）53-5020
 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

■ローンセンター高知　（088）885-6013
（高知支店内） 営業時間 月・火・金／ 10：00 ～ 19：00
  土・日／ 10：00 ～ 17：00　水・木・祝／休業

お 問 い 合 わ せ

●商品・サービスについて
お近くのひめぎん窓口　または
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-22-0576

ホームページからも住宅ローン・消費者ローンの
事前審査申込ができます。

発行 平成27年11月

●年金について
お近くのひめぎん窓口　または
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-60-5837

●インターネットバンキングについて
インターネットバンキングセンター
受付時間：月～金 9：００～１７：００ ※銀行営業日のみの受付となります。

0120-33-0576

●当行ホームページ
http://www.himegin.co.jp/

●キャッシュカードの事故受付窓口について
平　日：9：００～１７：００
平　日：上記以外の時間帯
休業日：終　　　　日

お取引店へご連絡ください。

0120-88-5560
0120-88-5560

愛媛銀行 ミニディスクロージャー誌

第112期 事業の中間ご報告
平成27年4月1日～平成27年9月30日


